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1 NEBULA関係

1.1 宇宙線ピークフィット

NEBULAで取得した宇宙線の QDC ch vs QDCの宇宙線ピークとスレッショルドを

run number170に対して Landau分布でフィットした。それぞれのフィットの目的は以

下にある。

1.1.1 宇宙線

宇宙線のピークのフィットの目的は、Attneautorを 6dB から 0dB に換えた作業でミ

スがなかったか確認するためである。宇宙線のピークは QDC chで NEUTOは 800chに

くるように HVが設定されているので、Atteneautorの取り替え時にミスがあると、ピー

クは 400chにくるはずである。今回のフィットでは NEUT101U/D NEUT430U/Dの全

288chでピークが 800ch付近にあることを確認した。→ 図 1

1.1.2 スレッショルド

スレッショルドのフィットの目的はスレッショルドのピークの chがスレッショルド電

圧とどのように対応するか見るためである。run number170は VETOに 2000Vの電圧

をかけているが、VETO112U/Dは宇宙線ピークがスレッショルド付近に来ているため、

本当に宇宙線ピークかはわからなかった。

NEUT316, 416はスレッショルドの chがどこにあるかよくわからない。CFDが原因?

→ 図 2

1.2 前回のミーティングで出た課題

論文紹介の準備と宇宙線ピークを調べていたので手をつけられなかった。
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Sliy.(NEBULA ID vs Au_ped).105

ID
UDFLW
OVFLW
ALLCHAN

            208
  0.000
  0.000

 0.3580E+06
  215.1    /   229

P1   3189.   77.71
P2   824.7   4.261
P3   127.3   3.957
P4 -0.5463  0.1863E-01
P5   935.6   17.76

2012/01/25   20.32

Histogram ID =   208

Sliy.(NEBULA ID vs Ad_ped).105

ID
UDFLW
OVFLW
ALLCHAN

            352
  0.000
  0.000

 0.3616E+06
  222.5    /   236

P1   3085.   60.47
P2   802.7   3.865
P3   121.8   3.400
P4 -0.5640  0.1646E-01
P5   976.7   14.15

Histogram ID =   352

Sliy.(NEBULA ID vs a).105

ID
UDFLW
OVFLW
ALLCHAN

            496
  0.000
  0.000

 0.3610E+06
  181.7    /   213

P1   3484.   99.93
P2   804.5   3.308
P3   115.1   3.669
P4 -0.4903  0.2042E-01
P5   883.4   28.15

Histogram ID =   496

filename : eps/2012-01-25-run0-cosmic-ray-NEUT415.eps
anafile : 0
run : 0

図 1 宇宙線ピークのフィットの様子 上から NEUT415AU,AD,<A>
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Sliy.(NEBULA ID vs Au_ped).105

ID
UDFLW
OVFLW
ALLCHAN

            208
  0.000
  0.000

 0.3580E+06
  31.36    /    35

P1   4415.   175.9
P2   105.9  0.8707
P3   18.01  0.9335
P4   5.194  0.2212
P5  -183.0   47.09

2012/01/25   20.36

Sliy.(NEBULA ID vs Au_ped).106

ID
UDFLW
OVFLW
ALLCHAN

            209
  0.000
  0.000

 0.3062E+06
  62.43    /    62

P1   3108.   346.8
P2   300.5   4.131
P3   49.52   4.739
P4   1.805  0.1662
P5  -304.3   65.39

Histogram ID =   209

XBINS :  500

Sliy.(NEBULA ID vs Au_ped).107

ID
UDFLW
OVFLW
ALLCHAN

            210
  0.000
  0.000

 0.3562E+06
  44.44    /    39

P1   4611.   528.0
P2   113.0   1.020
P3   22.19   1.923
P4   4.682  0.4877
P5  -246.9   149.9

Histogram ID =   210

XBINS :  500

filename : eps/2012-01-25-run0-thre-strange-NEUT416.eps
anafile : 0
run : 0

図 2 スレッショルドのフィットの様子 上から NEUT415, 416, 417AU
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2 論文紹介

3月の実験への理解を少しでも深めようとして

First evidence for a virtual 18B ground state (Physics Letter B 683 (2010) 129 -

133)

を紹介する予定。

3 今後やること

• 論文紹介準備
• 前回のミーティングで出た課題
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